











































ング形状パラメータは舌部先端部の無次元のすきな ε2/D2 ，舌部吸込側の傾き角 δ2および吐出方向
を基準として羽根車回転方向に測った角が0=240。となる点におけるケーシングの無次元の大きさ r











性能曲線の小流量域(流量係数ヂ<0.3~0. 4)と中・大流量域(rp >0. 3~0. 4)で、は流れのパターン
の変化する機構はまったく異なることを示した。
第6章は結論であり 上述の結果を総括して述べた。
論文の審査結果の要旨
近年空調用などに広く用いられている横断流送風機では，遠心送風機や軸流送風機の場合とことな
り，ケーシング状状によって d性能曲線の形状が大幅に変化するが，この点に関する系統的な研究は従
来行なわれていない。本論文では圧力係数，流量係数の大きい横断流送風機において，性能曲線の形
状を決定するケーシング主要パラメータを 系統的な実験により初めて明らかにした。そしてこれら
のパラメータを変化した場合に送風機内の流れと性能曲線形状が変化する模様を明らかにしたO
以上のように本論文は，流体機械工学の分野に寄与するところ大で，博士論文として価値あるもの
と認める O
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